
 

 

５ 江 国 協 第 １ 号 

江東区国民健康保険運営協議会 

 

 

江東区国民健康保険運営協議会規則第２条の規定により、下記について諮問いたします。 

令和６年２月２６日 

                江 東 区 長 

                                 大久保   朋 果 

 

 

記 

 

 

江東区国民健康保険条例の一部改正について 

 

 

 江東区国民健康保険条例の一部改正の主たる内容を次のように定める。 

 

１ 被保険者に係る保険料率等を次の(1)～(4)のとおり定める。 

(1)  一般被保険者に係る基礎賦課額の保険料率（第１５条の４関係） 

  ① 所得割料率     ８．６９％とする。 

  ② 被保険者均等割額  被保険者1人につき  ４９，１００円とする。 

(2)  一般被保険者に係る後期高齢者支援金等賦課額の保険料率（第１５条の１２関係） 

 ① 所得割料率     ２．８０％とする。 

② 被保険者均等割額  被保険者1人につき  １６，５００円とする。 

(3)  後期高齢者支援金等賦課限度額（第１５条の１６関係） 

① 賦課限度額  ２４万円とする。 

(4) 介護納付金賦課額の保険料率（第１６条の４関係） 

  ① 所得割料率     ２．３１％とする。 

  ② 被保険者均等割額  被保険者1人につき  １６，５００円とする。 

  

２ 保険料の減額（均等割額）の判定基準（第１９条の２関係） 

(1) 均等割５割減額に使われる判定所得を２９万５，０００円に変更する。 

 (2) 均等割２割減額に使われる判定所得を５４万５，０００円に変更する。 

 

３ 退職医療制度について、経過措置の廃止 

 

４ 実施時期 

令和６年４月１日から適用とする。  
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江東区国民健康保険条例の一部を改正する条例 

 

 

１ 改正の理由 

令和６年度国民健康保険の保険料率について、東京都が算定する

国民健康保険事業納付金等に基づき定めるとともに、関係法令の改

正に伴い、条例の一部を改正する。 

 

２ 改正の概要 

(1) 基礎賦課額、後期高齢者支援金等賦課額及び介護納付金賦課額

の保険料率等を改正する。 

(2) 均等割額の軽減措置について、５割軽減に使われる判定所得を

２９万円から２９万５千円に、２割軽減に使われる判定所得を５

３万５千円から５４万５千円に、それぞれ引き上げる。 

(3) 退職医療制度の経過措置を廃止する。 

 

[令和６年度保険料率等] 

 基礎(医療)分 後期支援金分 介護納付金分 

保 
険 

料 

等 

所得割 8.69％ 2.80％ 2.31％ 

均等割 49,100円 16,500円 16,500円 

減 額 

する額 

７割 34,370円 11,550円 11,550円 

５割 24,550円 8,250円 8,250円 

２割 9,820円 3.300円 3.300円 

賦課限度額 65万円 24万円 17万円 

※下線部が変更点。 

 

３ 新旧対照表 

２～２０頁のとおり 

 

４ 施行期日 

令和６年４月１日 
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江東区国民健康保険条例 新旧対照表 

現行 改正案 

目次 （略） 目次 （略） 

第１条～第１４条の２ （略） 第１条～第１４条の２ （略） 

（一般被保険者に係る基礎賦課総額） （基礎賦課総額） 

第１４条の３ 保険料の賦課額のうち一般被保

険者（法附則第７条第１項に規定する退職被

保険者等（以下「退職被保険者等」という。）

以外の被保険者をいう。以下同じ。）に係る

基礎賦課額（第１９条の２、第１９条の４及

び第１９条の５の規定により基礎賦課額を減

額するものとした場合にあっては、その減額

することとなる額を含む。）の総額（以下「基

礎賦課総額」という。）は、第１号に掲げる

額の見込額から第２号に掲げる額の見込額を

控除した額を基準として算定した額とする。 

第１４条の３ 保険料の賦課額のうち基礎賦課

額（第１９条の２、第１９条の４及び第１９

条の５の規定により基礎賦課額を減額するも

のとした場合にあっては、その減額すること

となる額を含む。）の総額（以下「基礎賦課

総額」という。）は、第１号に掲げる額の見

込額から第２号に掲げる額の見込額を控除し

た額を基準として算定した額とする。 

(1) 当該年度における次に掲げる額の合算額 (1) 当該年度における次に掲げる額の合算額 

ア 療養の給付に要する費用（一般被保険

者に係るものに限る。）の額から当該給

付に係る一部負担金に相当する額を控除

した額並びに入院時食事療養費、入院時

生活療養費、保険外併用療養費、療養費、

訪問看護療養費、特別療養費、移送費、

高額療養費及び高額介護合算療養費の支

給に要する費用（一般被保険者に係るも

のに限る。）の額の合算額 

ア 療養の給付に要する費用の額から当該

給付に係る一部負担金に相当する額を控

除した額並びに入院時食事療養費、入院

時生活療養費、保険外併用療養費、療養

費、訪問看護療養費、特別療養費、移送

費、高額療養費及び高額介護合算療養費

の支給に要する費用の額の合算額 

イ 法附則第２２条の規定により読み替え

られた法第７５条の７第１項の国民健康

保険事業費納付金（以下単に「国民健康

保険事業費納付金」という。）の納付に

要する費用（東京都（以下「都」という。）

が行う国民健康保険の一般被保険者に係

るものに限り、都の国民健康保険に関す

る特別会計において負担する高齢者医療

確保法第１１８条の規定による後期高齢

者支援金等（以下単に「後期高齢者支援

金等」という。）及び同法附則第７条の

規定による病床転換支援金等（以下単に

「病床転換支援金等」という。）並びに

イ 法附則第７条の規定により読み替えら

れた法第７５条の７第１項の国民健康保

険事業費納付金（以下単に「国民健康保

険事業費納付金」という。）の納付に要

する費用（東京都（以下「都」という。）

の国民健康保険に関する特別会計におい

て負担する高齢者医療確保法第１１８条

の規定による後期高齢者支援金等（以下

単に「後期高齢者支援金等」という。）

及び同法附則第７条の規定による病床転

換支援金等（以下単に「病床転換支援金

等」という。）並びに介護保険法（平成

９年法律第１２３号）の規定による納付
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介護保険法（平成９年法律第１２３号）

の規定による納付金（以下「介護納付金」

という。）の納付に要する費用に充てる

部分を除く。）の額 

金（以下「介護納付金」という。）の納

付に要する費用に充てる部分を除く。）

の額 

ウ～オ （略） ウ～オ （略） 

カ アからオまでに掲げるもののほか、区

の国民健康保険に関する特別会計におい

て負担する国民健康保険事業に要する費

用（国民健康保険事業費納付金の納付に

要する費用のうち都の国民健康保険に関

する特別会計において負担する後期高齢

者支援金等、病床転換支援金等及び介護

納付金の納付に要する費用に充てる部分

並びに国民健康保険の事務の執行に要す

る費用を除く。）の額（退職被保険者等

に係る療養の給付に要する費用の額から

当該給付に係る一部負担金に相当する額

を控除した額並びに入院時食事療養費、

入院時生活療養費、保険外併用療養費、

療養費、訪問看護療養費、特別療養費、

移送費、高額療養費及び高額介護合算療

養費の支給に要する費用の額並びに都が

行う国民健康保険の一般被保険者に係る

国民健康保険事業費納付金の納付に要す

る費用（都の国民健康保険に関する特別

会計において負担する後期高齢者支援金

等、病床転換支援金等及び介護納付金の

納付に要する費用に充てる部分に限る。）

及び退職被保険者等に係る国民健康保険

事業費納付金の納付に要する費用の額を

除く。） 

カ アからオまでに掲げるもののほか、区

の国民健康保険に関する特別会計におい

て負担する国民健康保険事業に要する費

用（国民健康保険事業費納付金の納付に

要する費用のうち都の国民健康保険に関

する特別会計において負担する後期高齢

者支援金等、病床転換支援金等及び介護

納付金の納付に要する費用に充てる部分

並びに国民健康保険の事務の執行に要す

る費用を除く。）の額 

(2) 当該年度における次に掲げる額の合算額 (2) 当該年度における次に掲げる額の合算額 

ア （略） ア （略） 

イ 法附則第２２条の規定により読み替え

られた法第７５条の規定により交付を受

ける補助金（国民健康保険事業費納付金

の納付に要する費用（都の国民健康保険

に関する特別会計において負担する後期

高齢者支援金等、病床転換支援金等及び

介護納付金の納付に要する費用に充てる

イ 法附則第７条の規定により読み替えら

れた法第７５条の規定により交付を受け

る補助金（国民健康保険事業費納付金の

納付に要する費用（都の国民健康保険に

関する特別会計において負担する後期高

齢者支援金等、病床転換支援金等及び介

護納付金の納付に要する費用に充てる部
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部分に限る。以下このイにおいて同じ。）

に係るものを除く。）及び同条の規定に

より貸し付けられる貸付金（国民健康保

険事業費納付金の納付に要する費用に係

るものを除く。）の額 

分に限る。以下このイにおいて同じ。）

に係るものを除く。）及び同条の規定に

より貸し付けられる貸付金（国民健康保

険事業費納付金の納付に要する費用に係

るものを除く。）の額 

ウ 国民健康保険保険給付費等交付金（法

第７５条の２第１項の国民健康保険保険

給付費等交付金をいう。エにおいて同

じ。）（退職被保険者等の療養の給付等

に要する費用（法附則第２２条の規定に

より読み替えられた法第７０条第１項に

規定する療養の給付等に要する費用をい

う。エにおいて同じ。）に係るものを除

く。）の額 

ウ 法第７５条の２第１項の国民健康保険

保険給付費等交付金の額 

エ アからウまでに掲げるもののほか、区

の国民健康保険に関する特別会計におい

て負担する国民健康保険事業に要する費

用（国民健康保険事業費納付金の納付に

要する費用のうち都の国民健康保険に関

する特別会計において負担する後期高齢

者支援金等、病床転換支援金等及び介護

納付金の納付に要する費用に充てる部分

並びに国民健康保険の事務の執行に要す

る費用を除く。）のための収入（法附則

第９条第１項の規定により読み替えられ

た法第７２条の３第１項、第７２条の３

の２第１項及び第７２条の３の３第１項

の規定による繰入金並びに国民健康保険

保険給付費等交付金（退職被保険者等の

療養の給付等に要する費用に係るものに

限る。）を除く。）の額 

エ アからウまでに掲げるもののほか、区

の国民健康保険に関する特別会計におい

て負担する国民健康保険事業に要する費

用（国民健康保険事業費納付金の納付に

要する費用のうち都の国民健康保険に関

する特別会計において負担する後期高齢

者支援金等、病床転換支援金等及び介護

納付金の納付に要する費用に充てる部分

並びに国民健康保険の事務の執行に要す

る費用を除く。）のための収入（法第７

２条の３第１項、第７２条の３の２第１

項及び第７２条の３の３第１項の規定に

よる繰入金を除く。）の額 

（一般被保険者に係る基礎賦課額） （基礎賦課額） 

第１４条の４ 保険料の賦課額のうち一般被保

険者に係る基礎賦課額は、当該世帯に属する

一般被保険者につき算定した所得割額及び被

保険者均等割額の合算額の総額とする。 

第１４条の４ 保険料の賦課額のうち基礎賦課

額は、当該世帯に属する被保険者につき算定

した所得割額及び被保険者均等割額の合算額

の総額とする。 

（一般被保険者に係る基礎賦課額の所得割額の

算定） 

（基礎賦課額の所得割額の算定） 

第１５条 前条の所得割額は、一般被保険者に

係る賦課期日の属する年の前年の所得に係る

第１５条 前条の所得割額は、被保険者に係る

賦課期日の属する年の前年の所得に係る地方
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地方税法第３１４条の２第１項に規定する総

所得金額及び山林所得金額並びに他の所得と

区分して計算される所得の金額（同法附則第

３３条の２第５項に規定する上場株式等に係

る配当所得等の金額（同法附則第３５条の２

の６第８項又は第１１項の規定の適用がある

場合には、その適用後の金額）、同法附則第

３３条の３第５項に規定する土地等に係る事

業所得等の金額、同法附則第３４条第４項に

規定する長期譲渡所得の金額（租税特別措置

法（昭和３２年法律第２６号）第３３条の４

第１項若しくは第２項、第３４条第１項、第

３４条の２第１項、第３４条の３第１項、第

３５条第１項、第３５条の２第１項、第３５

条の３第１項又は第３６条の規定の適用があ

る場合には、これらの規定の適用により同法

第３１条第１項に規定する長期譲渡所得の金

額から控除する金額を控除した金額）、地方

税法附則第３５条第５項に規定する短期譲渡

所得の金額（租税特別措置法第３３条の４第

１項若しくは第２項、第３４条第１項、第３

４条の２第１項、第３４条の３第１項、第３

５条第１項又は第３６条の規定の適用がある

場合には、これらの規定の適用により同法第

３２条第１項に規定する短期譲渡所得の金額

から控除する金額を控除した金額）、地方税

法附則第３５条の２第５項に規定する一般株

式等に係る譲渡所得等の金額（同法附則第３

５条の３第１５項の規定の適用がある場合に

は、その適用後の金額）、同法附則第３５条

の２の２第５項に規定する上場株式等に係る

譲渡所得等の金額（同法附則第３５条の２の

６第１１項又は第３５条の３第１３項若しく

は第１５項の規定の適用がある場合には、そ

の適用後の金額）、同法附則第３５条の４第

４項に規定する先物取引に係る雑所得等の金

額（同法附則第３５条の４の２第７項の規定

の適用がある場合には、その適用後の金額）、

外国居住者等の所得に対する相互主義による

所得税等の非課税等に関する法律（昭和３７

年法律第１４４号。以下「外国居住者等所得

税法第３１４条の２第１項に規定する総所得

金額及び山林所得金額並びに他の所得と区分

して計算される所得の金額（同法附則第３３

条の２第５項に規定する上場株式等に係る配

当所得等の金額（同法附則第３５条の２の６

第８項又は第１１項の規定の適用がある場合

には、その適用後の金額）、同法附則第３３

条の３第５項に規定する土地等に係る事業所

得等の金額、同法附則第３４条第４項に規定

する長期譲渡所得の金額（租税特別措置法（昭

和３２年法律第２６号）第３３条の４第１項

若しくは第２項、第３４条第１項、第３４条

の２第１項、第３４条の３第１項、第３５条

第１項、第３５条の２第１項、第３５条の３

第１項又は第３６条の規定の適用がある場合

には、これらの規定の適用により同法第３１

条第１項に規定する長期譲渡所得の金額から

控除する金額を控除した金額）、地方税法附

則第３５条第５項に規定する短期譲渡所得の

金額（租税特別措置法第３３条の４第１項若

しくは第２項、第３４条第１項、第３４条の

２第１項、第３４条の３第１項、第３５条第

１項又は第３６条の規定の適用がある場合に

は、これらの規定の適用により同法第３２条

第１項に規定する短期譲渡所得の金額から控

除する金額を控除した金額）、地方税法附則

第３５条の２第５項に規定する一般株式等に

係る譲渡所得等の金額（同法附則第３５条の

３第１５項の規定の適用がある場合には、そ

の適用後の金額）、同法附則第３５条の２の

２第５項に規定する上場株式等に係る譲渡所

得等の金額（同法附則第３５条の２の６第１

１項又は第３５条の３第１３項若しくは第１

５項の規定の適用がある場合には、その適用

後の金額）、同法附則第３５条の４第４項に

規定する先物取引に係る雑所得等の金額（同

法附則第３５条の４の２第７項の規定の適用

がある場合には、その適用後の金額）、外国

居住者等の所得に対する相互主義による所得

税等の非課税等に関する法律（昭和３７年法

律第１４４号。以下「外国居住者等所得相互
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相互免除法」という。）第８条第２項（同法

第１２条第５項及び第１６条第２項において

準用する場合を含む。第１９条の２第１項第

１号において同じ。）に規定する特例適用利

子等の額、同法第８条第４項（同法第１２条

第６項及び第１６条第３項において準用する

場合を含む。同号において同じ。）に規定す

る特例適用配当等の額、租税条約等の実施に

伴う所得税法、法人税法及び地方税法の特例

等に関する法律（昭和４４年法律第４６号。

以下「租税条約等実施特例法」という。）第

３条の２の２第１０項に規定する条約適用利

子等の額及び同条第１２項に規定する条約適

用配当等の額をいう。以下この条において同

じ。）の合計額から地方税法第３１４条の２

第２項の規定による控除をした後の総所得金

額及び山林所得金額並びに他の所得と区分し

て計算される所得の金額の合計額（以下「基

礎控除後の総所得金額等」という。）に第１

５条の４の所得割の保険料率を乗じて算定す

る。 

免除法」という。）第８条第２項（外国居住

者等所得相互免除法第１２条第５項及び第１

６条第２項において準用する場合を含む。第

１９条の２第１項第１号において同じ。）に

規定する特例適用利子等の額、外国居住者等

所得相互免除法第８条第４項（外国居住者等

所得相互免除法第１２条第６項及び第１６条

第３項において準用する場合を含む。同号に

おいて同じ。）に規定する特例適用配当等の

額、租税条約等の実施に伴う所得税法、法人

税法及び地方税法の特例等に関する法律（昭

和４４年法律第４６号。以下「租税条約等実

施特例法」という。）第３条の２の２第１０

項に規定する条約適用利子等の額及び同条第

１２項に規定する条約適用配当等の額をい

う。以下この条において同じ。）の合計額か

ら地方税法第３１４条の２第２項の規定によ

る控除をした後の総所得金額及び山林所得金

額並びに他の所得と区分して計算される所得

の金額の合計額（以下「基礎控除後の総所得

金額等」という。）に第１５条の４の所得割

の保険料率を乗じて算定する。 

２ （略） ２ （略） 

第１５条の２及び第１５条の３ （略） 第１５条の２及び第１５条の３ （略） 

（一般被保険者に係る基礎賦課額の保険料率） （基礎賦課額の保険料率） 

第１５条の４ 一般被保険者に係る基礎賦課額

の保険料率は、次のとおりとする。 

第１５条の４ 基礎賦課額の保険料率は、次の

とおりとする。 

(1) 所得割 １００分の７．１７（一般被保

険者に係る基礎賦課総額の１００分の６０

に相当する額を一般被保険者に係る賦課期

日の属する年の前年の所得に係る基礎控除

後の総所得金額等の見込額（法施行令第２

９条の７第２項第４号ただし書に規定する

場合にあっては、国民健康保険法施行規則

（昭和３３年厚生省令第５３号。以下「省

令」という。）第３２条の９に規定する方

法により補正された後の金額）の総額で除

して得た数） 

(1) 所得割 １００分の８．６９（基礎賦課

総額の１００分の６１に相当する額を被保

険者に係る賦課期日の属する年の前年の所

得に係る基礎控除後の総所得金額等の見込

額（法施行令第２９条の７第２項第４号た

だし書に規定する場合にあっては、国民健

康保険法施行規則（昭和３３年厚生省令第

５３号。以下「省令」という。）第３２条

の９に規定する方法により補正された後の

金額）の総額で除して得た数） 

(2) 被保険者均等割 被保険者１人につき 

４万５，０００円（一般被保険者に係る基

(2) 被保険者均等割 被保険者１人につき 

４万９，１００円（基礎賦課総額の１００
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礎賦課総額の１００分の４０に相当する額

を当該年度の前年度及びその直前の２か年

度の各年度における一般被保険者の数等を

勘案して算定した数で除して得た額） 

分の３９に相当する額を当該年度の前年度

及びその直前の２か年度の各年度における

被保険者の数等を勘案して算定した数で除

して得た額） 

（退職被保険者等に係る基礎賦課額）  

第１５条の５ 保険料の賦課額のうち退職被保

険者等に係る基礎賦課額は、当該世帯に属す

る退職被保険者等につき算定した所得割額及

び被保険者均等割額の合算額の総額とする。 

第１５条の５ 削除 

（退職被保険者等に係る基礎賦課額の所得割額

の算定） 

 

第１５条の６ 前条の所得割額は、退職被保険

者等に係る賦課期日の属する年の前年の所得

に係る基礎控除後の総所得金額等に第１５条

の４の所得割の保険料率を乗じて算定する。 

第１５条の６ 削除 

（退職被保険者等に係る基礎賦課額の被保険者

均等割額の算定） 

 

第１５条の７ 第１５条の５の被保険者均等割

額は、第１５条の４の規定により算定した額

と同額とする。 

第１５条の７ 削除 

（基礎賦課限度額） （基礎賦課限度額） 

第１５条の８ 第１４条の４又は第１５条の５

の基礎賦課額（一般被保険者と退職被保険者

等が同一の世帯に属する場合には、第１４条

の４の基礎賦課額と第１５条の５の基礎賦課

額との合算額をいう。第１９条、第１９条の

２、第１９条の４及び第１９条の５において

同じ。）は、６５万円を超えることができな

い。 

第１５条の８ 第１４条の４の基礎賦課額は、

６５万円を超えることができない。 

（一般被保険者に係る後期高齢者支援金等賦課

総額） 

（後期高齢者支援金等賦課総額） 

第１５条の９ 保険料の賦課額のうち一般被保

険者に係る後期高齢者支援金等賦課額（第１

９条の２、第１９条の４及び第１９条の５の

規定により後期高齢者支援金等賦課額を減額

するものとした場合にあっては、その減額す

ることとなる額を含む。）の総額（以下「後

期高齢者支援金等賦課総額」という。）は、

第１号に掲げる額の見込額から第２号に掲げ

る額の見込額を控除した額を基準として算定

第１５条の９ 保険料の賦課額のうち後期高齢

者支援金等賦課額（第１９条の２、第１９条

の４及び第１９条の５の規定により後期高齢

者支援金等賦課額を減額するものとした場合

にあっては、その減額することとなる額を含

む。）の総額（以下「後期高齢者支援金等賦

課総額」という。）は、第１号に掲げる額の

見込額から第２号に掲げる額の見込額を控除

した額を基準として算定した額とする。 
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した額とする。 

(1) 当該年度における国民健康保険事業費納

付金の納付に要する費用（都の国民健康保

険に関する特別会計において負担する後期

高齢者支援金等及び病床転換支援金等の納

付に要する費用に充てる部分であって、都

が行う国民健康保険の一般被保険者に係る

ものに限る。次号において同じ。）の額 

(1) 当該年度における国民健康保険事業費納

付金の納付に要する費用（都の国民健康保

険に関する特別会計において負担する後期

高齢者支援金等及び病床転換支援金等の納

付に要する費用に充てる部分に限る。次号

において同じ。）の額 

(2) 当該年度における次に掲げる額の合算額 (2) 当該年度における次に掲げる額の合算額 

ア 法附則第２２条の規定により読み替え

られた法第７５条の規定により交付を受

ける補助金（国民健康保険事業費納付金

の納付に要する費用に係るものに限る。）

及び同条の規定により貸し付けられる貸

付金（国民健康保険事業費納付金の納付

に要する費用に係るものに限る。）の額 

ア 法附則第７条の規定により読み替えら

れた法第７５条の規定により交付を受け

る補助金（国民健康保険事業費納付金の

納付に要する費用に係るものに限る。）

及び同条の規定により貸し付けられる貸

付金（国民健康保険事業費納付金の納付

に要する費用に係るものに限る。）の額 

イ アに掲げるもののほか、区の国民健康

保険に関する特別会計において負担する

国民健康保険事業に要する費用（国民健

康保険事業費納付金の納付に要する費用

に限る。）のための収入（法附則第９条

第１項の規定により読み替えられた法第

７２条の３第１項、第７２条の３の２第

１項及び第７２条の３の３第１項の規定

による繰入金を除く。）の額 

イ アに掲げるもののほか、区の国民健康

保険に関する特別会計において負担する

国民健康保険事業に要する費用（国民健

康保険事業費納付金の納付に要する費用

に限る。）のための収入（法第７２条の

３第１項、第７２条の３の２第１項及び

第７２条の３の３第１項の規定による繰

入金を除く。）の額 

（一般被保険者に係る後期高齢者支援金等賦課

額） 

（後期高齢者支援金等賦課額） 

第１５条の１０ 保険料の賦課額のうち一般被

保険者に係る後期高齢者支援金等賦課額は、

当該世帯に属する一般被保険者につき算定し

た所得割額及び被保険者均等割額の合算額の

総額とする。 

第１５条の１０ 保険料の賦課額のうち後期高

齢者支援金等賦課額は、当該世帯に属する被

保険者につき算定した所得割額及び被保険者

均等割額の合算額の総額とする。 

（一般被保険者に係る後期高齢者支援金等賦課

額の所得割額の算定） 

（後期高齢者支援金等賦課額の所得割額の算

定） 

第１５条の１１ 前条の所得割額は、一般被保

険者に係る賦課期日の属する年の前年の所得

に係る基礎控除後の総所得金額等に次条の所

得割の保険料率を乗じて算定する。 

第１５条の１１ 前条の所得割額は、被保険者

に係る賦課期日の属する年の前年の所得に係

る基礎控除後の総所得金額等に次条の所得割

の保険料率を乗じて算定する。 

（一般被保険者に係る後期高齢者支援金等賦課

額の保険料率） 

（後期高齢者支援金等賦課額の保険料率） 
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第１５条の１２ 一般被保険者に係る後期高齢

者支援金等賦課額の保険料率は、次のとおり

とする。 

第１５条の１２ 後期高齢者支援金等賦課額の

保険料率は、次のとおりとする。 

(1) 所得割 １００分の２．４２（一般被保

険者に係る後期高齢者支援金等賦課総額の

１００分の５７に相当する額を一般被保険

者に係る賦課期日の属する年の前年の所得

に係る基礎控除後の総所得金額等の見込額

（法施行令第２９条の７第３項第４号ただ

し書に規定する場合にあっては、省令第３

２条の９の２に規定する方法により補正さ

れた後の金額）の総額で除して得た数） 

(1) 所得割 １００分の２．８０（後期高齢

者支援金等賦課総額の１００分の５７に相

当する額を被保険者に係る賦課期日の属す

る年の前年の所得に係る基礎控除後の総所

得金額等の見込額（法施行令第２９条の７

第３項第４号ただし書に規定する場合にあ

っては、省令第３２条の９の２に規定する

方法により補正された後の金額）の総額で

除して得た数） 

(2) 被保険者均等割 被保険者１人につき 

１万５，１００円（一般被保険者に係る後

期高齢者支援金等賦課総額の１００分の４

３に相当する額を当該年度の前年度及びそ

の直前の２か年度の各年度における一般被

保険者の数等を勘案して算定した数で除し

て得た額） 

(2) 被保険者均等割 被保険者１人につき 

１万６，５００円（後期高齢者支援金等賦

課総額の１００分の４３に相当する額を当

該年度の前年度及びその直前の２か年度の

各年度における被保険者の数等を勘案して

算定した数で除して得た額） 

（退職被保険者等に係る後期高齢者支援金等賦

課額） 

 

第１５条の１３ 保険料の賦課額のうち退職被

保険者等に係る後期高齢者支援金等賦課額

は、当該世帯に属する退職被保険者等につき

算定した所得割額及び被保険者均等割額の合

算額の総額とする。 

第１５条の１３ 削除 

（退職被保険者等に係る後期高齢者支援金等賦

課額の所得割額の算定） 

 

第１５条の１４ 前条の所得割額は、退職被保

険者等に係る賦課期日の属する年の前年の所

得に係る基礎控除後の総所得金額等に第１５

条の１２の所得割の保険料率を乗じて算定す

る。 

第１５条の１４ 削除 

（退職被保険者等に係る後期高齢者支援金等賦

課額の被保険者均等割額の算定） 

 

第１５条の１５ 第１５条の１３の被保険者均

等割額は、第１５条の１２の規定により算定

した額と同額とする。 

第１５条の１５ 削除 

（後期高齢者支援金等賦課限度額） （後期高齢者支援金等賦課限度額） 

第１５条の１６ 第１５条の１０又は第１５条 第１５条の１６ 第１５条の１０の後期高齢者
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の１３の後期高齢者支援金等賦課額（一般被

保険者と退職被保険者等が同一の世帯に属す

る場合には、第１５条の１０の後期高齢者支

援金等賦課額と第１５条の１３の後期高齢者

支援金等賦課額との合算額をいう。第１９条、

第１９条の２、第１９条の４及び第１９条の

５において同じ。）は、２２万円を超えるこ

とができない。 

支援金等賦課額は、２４万円を超えることが

できない。 

（介護納付金賦課総額） （介護納付金賦課総額） 

第１６条 保険料の賦課額のうち介護納付金賦

課額（第１９条の２及び第１９条の５の規定

により介護納付金賦課額を減額するものとし

た場合にあっては、その減額することとなる

額を含む。）の総額（以下「介護納付金賦課

総額」という。）は、第１号に掲げる額の見

込額から第２号に掲げる額の見込額を控除し

た額を基準として算定した額とする。 

第１６条 保険料の賦課額のうち介護納付金賦

課額（第１９条の２及び第１９条の５の規定

により介護納付金賦課額を減額するものとし

た場合にあっては、その減額することとなる

額を含む。）の総額（以下「介護納付金賦課

総額」という。）は、第１号に掲げる額の見

込額から第２号に掲げる額の見込額を控除し

た額を基準として算定した額とする。 

(1) （略） (1) （略） 

(2) 当該年度における次に掲げる額の合算額 (2) 当該年度における次に掲げる額の合算額 

ア 法附則第２２条の規定により読み替え

られた法第７５条の規定により交付を受

ける補助金（国民健康保険事業費納付金

の納付に要する費用に係るものに限る。）

及び同条の規定により貸し付けられる貸

付金（国民健康保険事業費納付金の納付

に要する費用に係るものに限る。）の額 

ア 法附則第７条の規定により読み替えら

れた法第７５条の規定により交付を受け

る補助金（国民健康保険事業費納付金の

納付に要する費用に係るものに限る。）

及び同条の規定により貸し付けられる貸

付金（国民健康保険事業費納付金の納付

に要する費用に係るものに限る。）の額 

イ アに掲げるもののほか、区の国民健康

保険に関する特別会計において負担する

国民健康保険事業に要する費用（国民健

康保険事業費納付金の納付に要する費用

に限る。）のための収入（法附則第９条

第１項の規定により読み替えられた法第

７２条の３第１項及び第７２条の３の３

第１項の規定による繰入金を除く。）の

額 

イ アに掲げるもののほか、区の国民健康

保険に関する特別会計において負担する

国民健康保険事業に要する費用（国民健

康保険事業費納付金の納付に要する費用

に限る。）のための収入（法第７２条の

３第１項及び第７２条の３の３第１項の

規定による繰入金を除く。）の額 

第１６条の２・第１６条の３ （略） 第１６条の２・第１６条の３ （略） 

（介護納付金賦課額の保険料率） （介護納付金賦課額の保険料率） 

第１６条の４ 介護納付金賦課被保険者に係る

介護納付金賦課額の保険料率は、次のとおり

とする。 

第１６条の４ 介護納付金賦課被保険者に係る

介護納付金賦課額の保険料率は、次のとおり

とする。 
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(1) 所得割 １００分の２．２３（介護納付

金賦課総額の１００分の５７に相当する額

を介護納付金賦課被保険者に係る賦課期日

の属する年の前年の所得に係る基礎控除後

の総所得金額等の見込額（法施行令第２９

条の７第４項第４号ただし書に規定する場

合にあっては、省令第３２条の１０に規定

する方法により補正された後の金額）の総

額で除して得た数） 

(1) 所得割 １００分の２．３１（介護納付

金賦課総額の１００分の５７に相当する額

を介護納付金賦課被保険者に係る賦課期日

の属する年の前年の所得に係る基礎控除後

の総所得金額等の見込額（法施行令第２９

条の７第４項第４号ただし書に規定する場

合にあっては、省令第３２条の１０に規定

する方法により補正された後の金額）の総

額で除して得た数） 

(2) 被保険者均等割 被保険者１人につき 

１万６，２００円（介護納付金賦課総額の

１００分の４３に相当する額を当該年度の

前年度及びその直前の２か年度の各年度に

おける介護納付金賦課被保険者の数等を勘

案して算定した数で除して得た額） 

(2) 被保険者均等割 被保険者１人につき 

１万６，５００円（介護納付金賦課総額の

１００分の４３に相当する額を当該年度の

前年度及びその直前の２か年度の各年度に

おける介護納付金賦課被保険者の数等を勘

案して算定した数で除して得た額） 

第１６条の５～第１８条の３ （略） 第１６条の５～第１８条の３ （略） 

（賦課期日後において納付義務の発生、消滅又

は被保険者数の異動等があった場合） 

（賦課期日後において納付義務の発生、消滅又

は被保険者数の異動等があった場合） 

第１９条 保険料の賦課期日後に納付義務が発

生した場合、１世帯に属する被保険者数が増

加若しくは減少した場合、１世帯に属する被

保険者が介護納付金賦課被保険者となった若

しくは介護納付金賦課被保険者でなくなった

場合又は法施行令第２９条の７の２第２項に

規定する特例対象被保険者等（以下「特例対

象被保険者等」という。）となった場合にお

ける当該納付義務者に係る第１４条の４若し

くは第１５条の５の額、第１５条の１０若し

くは第１５条の１３の額若しくは第１６条の

２の額又は次条各号に定める額、第１９条の

４各号に定める額若しくは第１９条の５第１

項各号に定める額の算定は、それぞれ、その

納付義務が発生した日、被保険者数が増加若

しくは減少した日（法第６条第１号から第８

号までの規定のいずれかに該当したことによ

り被保険者数が減少した場合においては、そ

の減少した日が月の初日であるときに限り、

その前日とする。）、１世帯に属する被保険

者が介護納付金賦課被保険者となった若しく

は介護納付金賦課被保険者でなくなった日又

第１９条 保険料の賦課期日後に納付義務が発

生した場合、１世帯に属する被保険者数が増

加若しくは減少した場合、１世帯に属する被

保険者が介護納付金賦課被保険者となった若

しくは介護納付金賦課被保険者でなくなった

場合又は法施行令第２９条の７の２第２項に

規定する特例対象被保険者等（以下「特例対

象被保険者等」という。）となった場合にお

ける当該納付義務者に係る第１４条の４の

額、第１５条の１０の額若しくは第１６条の

２の額又は次条各号に定める額、第１９条の

４各号に定める額若しくは第１９条の５第１

項各号に定める額の算定は、それぞれ、その

納付義務が発生した日、被保険者数が増加若

しくは減少した日（法第６条第１号から第８

号までの規定のいずれかに該当したことによ

り被保険者数が減少した場合においては、そ

の減少した日が月の初日であるときに限り、

その前日とする。）、１世帯に属する被保険

者が介護納付金賦課被保険者となった若しく

は介護納付金賦課被保険者でなくなった日又

は特例対象被保険者等となった若しくは特例



12 
 

は特例対象被保険者等となった若しくは特例

対象被保険者等でなくなった日の属する月か

ら、月割をもって行う。 

対象被保険者等でなくなった日の属する月か

ら、月割をもって行う。 

２ 保険料の賦課期日後に納付義務が消滅した

場合における当該納付義務者に係る第１４条

の４若しくは第１５条の５の額、第１５条の

１０若しくは第１５条の１３の額若しくは第

１６条の２の額又は次条各号に定める額、第

１９条の４各号に定める額若しくは第１９条

の５第１項各号に定める額の算定は、その納

付義務が消滅した日（法第６条第１号から第

８号までの規定のいずれかに該当したことに

より納付義務が消滅した場合においては、そ

の消滅した日が月の初日であるときに限り、

その前日とする。）の属する月の前月まで、

月割をもって行う。 

２ 保険料の賦課期日後に納付義務が消滅した

場合における当該納付義務者に係る第１４条

の４の額、第１５条の１０の額若しくは第１

６条の２の額又は次条各号に定める額、第１

９条の４各号に定める額若しくは第１９条の

５第１項各号に定める額の算定は、その納付

義務が消滅した日（法第６条第１号から第８

号までの規定のいずれかに該当したことによ

り納付義務が消滅した場合においては、その

消滅した日が月の初日であるときに限り、そ

の前日とする。）の属する月の前月まで、月

割をもって行う。 

（低所得者の保険料の減額） （低所得者の保険料の減額） 

第１９条の２ 次の各号に該当する納付義務者

に対して課する保険料の額は、第１４条の４

又は第１５条の５の基礎賦課額から、それぞ

れ当該各号のアに定める額を減額して得た額

（当該減額して得た額が６５万円を超える場

合には、６５万円）及び第１５条の１０又は

第１５条の１３の後期高齢者支援金等賦課額

から、それぞれ当該各号のイに定める額を減

額して得た額（当該減額して得た額が２２万

円を超える場合には、２２万円）並びに第１

６条の２の介護納付金賦課額から、それぞれ

当該各号のウに定める額を減額して得た額

（当該減額して得た額が１７万円を超える場

合には、１７万円）の合算額とする。 

第１９条の２ 次の各号に該当する納付義務者

に対して課する保険料の額は、第１４条の４

の基礎賦課額から、それぞれ当該各号のアに

定める額を減額して得た額（当該減額して得

た額が６５万円を超える場合には、６５万円）

及び第１５条の１０の後期高齢者支援金等賦

課額から、それぞれ当該各号のイに定める額

を減額して得た額（当該減額して得た額が２

４万円を超える場合には、２４万円）並びに

第１６条の２の介護納付金賦課額から、それ

ぞれ当該各号のウに定める額を減額して得た

額（当該減額して得た額が１７万円を超える

場合には、１７万円）の合算額とする。 

(1) 世帯主、当該年度の保険料賦課期日（賦

課期日後に保険料の納付義務が発生した場

合には、その発生した日とする。）現在に

おいてその世帯に属する被保険者及び特定

同一世帯所属者（法第６条第８号に該当し

たことにより被保険者の資格を喪失した者

であって、当該資格を喪失した日の前日以

後継続して同一の世帯に属する者をいう。

以下同じ。）につき算定した地方税法第３

(1) 世帯主、当該年度の保険料賦課期日（賦

課期日後に保険料の納付義務が発生した場

合には、その発生した日とする。）現在に

おいてその世帯に属する被保険者及び特定

同一世帯所属者（法第６条第８号に該当し

たことにより被保険者の資格を喪失した者

であって、当該資格を喪失した日の前日以

後継続して同一の世帯に属する者をいう。

以下同じ。）につき算定した地方税法第３
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１４条の２第１項に規定する総所得金額

（同法第３１７条の２第１項第２号に規定

する青色専従者給与額又は同法第３１３条

第５項に規定する事業専従者控除額につい

ては、同条第３項、第４項又は第５項の規

定を適用せず、所得税法（昭和４０年法律

第３３号）第５７条第１項、第３項又は第

４項の規定の例によらないものとし、地方

税法第３１４条の２第１項に規定する山林

所得金額及び他の所得と区分して計算され

る所得の金額（同法附則第３３条の２第５

項に規定する上場株式等に係る配当所得等

の金額（同法附則第３５条の２の６第８項

又は第１１項の規定の適用がある場合に

は、その適用後の金額）、同法附則第３３

条の３第５項に規定する土地等に係る事業

所得等の金額、同法附則第３４条第４項に

規定する長期譲渡所得の金額、同法附則第

３５条第５項に規定する短期譲渡所得の金

額、同法附則第３５条の２第５項に規定す

る一般株式等に係る譲渡所得等の金額（同

法附則第３５条の３第１５項の規定の適用

がある場合には、その適用後の金額）、同

法附則第３５条の２の２第５項に規定する

上場株式等に係る譲渡所得等の金額（同法

附則第３５条の２の６第１１項又は第３５

条の３第１３項若しくは第１５項の規定の

適用がある場合には、その適用後の金額）、

同法附則第３５条の４第４項に規定する先

物取引に係る雑所得等の金額（同法附則第

３５条の４の２第７項の規定の適用がある

場合には、その適用後の金額）、外国居住

者等所得相互免除法第８条第２項に規定す

る特例適用利子等の額、同条第４項に規定

する特例適用配当等の額、租税条約等実施

特例法第３条の２の２第１０項に規定する

条約適用利子等の額及び同条第１２項に規

定する条約適用配当等の額をいう。以下こ

の条において同じ。）の算定についても同

様とする。以下この条において同じ。）及

び山林所得金額並びに他の所得と区分して

１４条の２第１項に規定する総所得金額

（同法第３１７条の２第１項第２号に規定

する青色専従者給与額又は同法第３１３条

第５項に規定する事業専従者控除額につい

ては、同条第３項、第４項又は第５項の規

定を適用せず、所得税法（昭和４０年法律

第３３号）第５７条第１項、第３項又は第

４項の規定の例によらないものとし、地方

税法第３１４条の２第１項に規定する山林

所得金額及び他の所得と区分して計算され

る所得の金額（同法附則第３３条の２第５

項に規定する上場株式等に係る配当所得等

の金額（同法附則第３５条の２の６第８項

又は第１１項の規定の適用がある場合に

は、その適用後の金額）、同法附則第３３

条の３第５項に規定する土地等に係る事業

所得等の金額、同法附則第３４条第４項に

規定する長期譲渡所得の金額、同法附則第

３５条第５項に規定する短期譲渡所得の金

額、同法附則第３５条の２第５項に規定す

る一般株式等に係る譲渡所得等の金額（同

法附則第３５条の３第１５項の規定の適用

がある場合には、その適用後の金額）、同

法附則第３５条の２の２第５項に規定する

上場株式等に係る譲渡所得等の金額（同法

附則第３５条の２の６第１１項又は第３５

条の３第１３項若しくは第１５項の規定の

適用がある場合には、その適用後の金額）、

同法附則第３５条の４第４項に規定する先

物取引に係る雑所得等の金額（同法附則第

３５条の４の２第７項の規定の適用がある

場合には、その適用後の金額）、外国居住

者等所得相互免除法第８条第２項に規定す

る特例適用利子等の額、同条第４項に規定

する特例適用配当等の額、租税条約等実施

特例法第３条の２の２第１０項に規定する

条約適用利子等の額及び同条第１２項に規

定する条約適用配当等の額をいう。以下こ

の条において同じ。）の算定についても同

様とする。以下この条において同じ。）及

び山林所得金額並びに他の所得と区分して
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計算される所得の金額の合算額が、地方税

法第３１４条の２第２項第１号に定める金

額（世帯主並びに当該世帯主の世帯に属す

る被保険者及び特定同一世帯所属者（次号

及び第３号において「世帯主等」という。）

のうち給与所得を有する者（前年中に同条

第１項に規定する総所得金額に係る所得税

法第２８条第１項に規定する給与所得につ

いて同条第３項に規定する給与所得控除額

の控除を受けた者（同条第１項に規定する

給与等の収入金額が５５万円を超える者に

限る。）をいう。以下この号において同じ。）

の数及び公的年金等に係る所得を有する者

（前年中に地方税法第３１４条の２第１項

に規定する総所得金額に係る所得税法第３

５条第３項に規定する公的年金等に係る所

得について同条第４項に規定する公的年金

等控除額の控除を受けた者（年齢６５歳未

満の者にあっては当該公的年金等の収入金

額が６０万円を超える者に限り、年齢６５

歳以上の者にあっては当該公的年金等の収

入金額が１１０万円を超える者に限る。）

をいい、給与所得を有する者を除く。）の

数の合計数（以下この号、次号及び第３号

において「給与所得者等の数」という。）

が２以上の場合にあっては、地方税法第３

１４条の２第２項第１号に定める金額に当

該給与所得者等の数から１を減じた数に１

０万円を乗じて得た金額を加えた金額）を

超えない世帯に係る保険料の納付義務者 

計算される所得の金額の合算額が、地方税

法第３１４条の２第２項第１号に定める金

額（世帯主並びに当該世帯主の世帯に属す

る被保険者及び特定同一世帯所属者（次号

及び第３号において「世帯主等」という。）

のうち給与所得を有する者（前年中に同条

第１項に規定する総所得金額に係る所得税

法第２８条第１項に規定する給与所得につ

いて同条第３項に規定する給与所得控除額

の控除を受けた者（同条第１項に規定する

給与等の収入金額が５５万円を超える者に

限る。）をいう。以下この号において同じ。）

の数及び公的年金等に係る所得を有する者

（前年中に地方税法第３１４条の２第１項

に規定する総所得金額に係る所得税法第３

５条第３項に規定する公的年金等に係る所

得について同条第４項に規定する公的年金

等控除額の控除を受けた者（年齢６５歳未

満の者にあっては当該公的年金等の収入金

額が６０万円を超える者に限り、年齢６５

歳以上の者にあっては当該公的年金等の収

入金額が１１０万円を超える者に限る。）

をいい、給与所得を有する者を除く。）の

数の合計数（以下この号、次号及び第３号

において「給与所得者等の数」という。）

が２以上の場合にあっては、地方税法第３

１４条の２第２項第１号に定める金額に当

該給与所得者等の数から１を減じた数に１

０万円を乗じて得た金額を加えた金額）を

超えない世帯に係る保険料の納付義務者 

ア 基礎賦課額に係る被保険者均等割額 

被保険者１人につき ３万１，５００円 

ア 基礎賦課額に係る被保険者均等割額 

被保険者１人につき ３万４，３７０円 

イ 後期高齢者支援金等賦課額に係る被保

険者均等割額 被保険者１人につき １

万５７０円 

イ 後期高齢者支援金等賦課額に係る被保

険者均等割額 被保険者１人につき １

万１，５５０円 

ウ 介護納付金賦課額に係る被保険者均等

割額 被保険者１人につき １万１，３

４０円 

ウ 介護納付金賦課額に係る被保険者均等

割額 被保険者１人につき １万１，５

５０円 

(2) 前号に規定する総所得金額及び山林所得

金額並びに他の所得と区分して計算される

(2) 前号に規定する総所得金額及び山林所得

金額並びに他の所得と区分して計算される
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所得の金額の合算額が、地方税法第３１４

条の２第２項第１号に定める金額（世帯主

等のうち給与所得者等の数が２以上の場合

にあっては、同号に定める金額に当該給与

所得者等の数から１を減じた数に１０万円

を乗じて得た金額を加えた金額をいう。次

号において同じ。）に２９万円に当該年度

の保険料賦課期日（賦課期日後に保険料の

納付義務が発生した場合にはその発生した

日とする。）現在においてその世帯に属す

る被保険者の数及び特定同一世帯所属者の

数の合計数を乗じて得た額を加算した金額

を超えない世帯に係る保険料の納付義務者

であって前号に該当する者以外の者 

所得の金額の合算額が、地方税法第３１４

条の２第２項第１号に定める金額（世帯主

等のうち給与所得者等の数が２以上の場合

にあっては、同号に定める金額に当該給与

所得者等の数から１を減じた数に１０万円

を乗じて得た金額を加えた金額をいう。次

号において同じ。）に２９万５，０００円

に当該年度の保険料賦課期日（賦課期日後

に保険料の納付義務が発生した場合にはそ

の発生した日とする。）現在においてその

世帯に属する被保険者の数及び特定同一世

帯所属者の数の合計数を乗じて得た額を加

算した金額を超えない世帯に係る保険料の

納付義務者であって前号に該当する者以外

の者 

ア 基礎賦課額に係る被保険者均等割額 

被保険者１人につき ２万２，５００円 

ア 基礎賦課額に係る被保険者均等割額 

被保険者１人につき ２万４，５５０円 

イ 後期高齢者支援金等賦課額に係る被保

険者均等割額 被保険者１人につき 

７，５５０円 

イ 後期高齢者支援金等賦課額に係る被保

険者均等割額 被保険者１人につき 

８，２５０円 

ウ 介護納付金賦課額に係る被保険者均等

割額 被保険者１人につき ８，１００

円 

ウ 介護納付金賦課額に係る被保険者均等

割額 被保険者１人につき ８，２５０

円 

(3) 第１号に規定する総所得金額及び山林所

得金額並びに他の所得と区分して計算され

る所得の金額の合算額が、地方税法第３１

４条の２第２項第１号に定める金額に５３

万５，０００円に当該年度の保険料賦課期

日（賦課期日後に保険料の納付義務が発生

した場合にはその発生した日とする。）現

在においてその世帯に属する被保険者の数

及び特定同一世帯所属者の数の合計数を乗

じて得た額を加算した金額を超えない世帯

に係る保険料の納付義務者であって前２号

に該当する者以外の者 

(3) 第１号に規定する総所得金額及び山林所

得金額並びに他の所得と区分して計算され

る所得の金額の合算額が、地方税法第３１

４条の２第２項第１号に定める金額に５４

万５，０００円に当該年度の保険料賦課期

日（賦課期日後に保険料の納付義務が発生

した場合にはその発生した日とする。）現

在においてその世帯に属する被保険者の数

及び特定同一世帯所属者の数の合計数を乗

じて得た額を加算した金額を超えない世帯

に係る保険料の納付義務者であって前２号

に該当する者以外の者 

ア 基礎賦課額に係る被保険者均等割額 

被保険者１人につき ９，０００円 

ア 基礎賦課額に係る被保険者均等割額 

被保険者１人につき ９，８２０円 

イ 後期高齢者支援金等賦課額に係る被保

険者均等割額 被保険者１人につき 

３，０２０円 

イ 後期高齢者支援金等賦課額に係る被保

険者均等割額 被保険者１人につき 

３，３００円 
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ウ 介護納付金賦課額に係る被保険者均等

割額 被保険者１人につき ３，２４０

円 

ウ 介護納付金賦課額に係る被保険者均等

割額 被保険者１人につき ３，３００

円 

第１９条の３ （略） 第１９条の３ （略） 

（未就学児の被保険者均等割額の減額） （未就学児の被保険者均等割額の減額） 

第１９条の４ 当該年度において、納付義務者

の属する世帯に６歳に達する日以後の最初の

３月３１日以前である被保険者（以下「未就

学児」という。）がある場合における当該未

就学児に係る当該年度分の被保険者均等割額

（第１９条の２に規定する金額を減額するも

のとした場合にあっては、その減額後の被保

険者均等割額）は、当該被保険者均等割額か

ら、次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ

当該各号に定める額を減額して得た額とす

る。 

第１９条の４ 当該年度において、納付義務者

の属する世帯に６歳に達する日以後の最初の

３月３１日以前である被保険者（以下「未就

学児」という。）がある場合における当該未

就学児に係る当該年度分の被保険者均等割額

（第１９条の２に規定する金額を減額するも

のとした場合にあっては、その減額後の被保

険者均等割額）は、当該被保険者均等割額か

ら、次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ

当該各号に定める額を減額して得た額とす

る。 

(1) 基礎賦課額に係る被保険者均等割額 次

に掲げる世帯の区分に応じ、それぞれ未就

学児１人について次に定める額 

(1) 基礎賦課額に係る被保険者均等割額 次

に掲げる世帯の区分に応じ、それぞれ未就

学児１人について次に定める額 

ア 第１９条の２第１号アに規定する金額

を減額した世帯 ６，７５０円 

ア 第１９条の２第１号アに規定する金額

を減額した世帯 ７，３６５円 

イ 第１９条の２第２号アに規定する金額

を減額した世帯 １万１，２５０円 

イ 第１９条の２第２号アに規定する金額

を減額した世帯 １万２，２７５円 

ウ 第１９条の２第３号アに規定する金額

を減額した世帯 １万８，０００円 

ウ 第１９条の２第３号アに規定する金額

を減額した世帯 １万９，６４０円 

エ アからウまでに掲げる世帯以外の世帯

 ２万２，５００円 

エ アからウまでに掲げる世帯以外の世帯

 ２万４，５５０円 

(2) 後期高齢者支援金等賦課額に係る被保険

者均等割額 次に掲げる世帯の区分に応

じ、それぞれ未就学児１人について次に定

める額 

(2) 後期高齢者支援金等賦課額に係る被保険

者均等割額 次に掲げる世帯の区分に応

じ、それぞれ未就学児１人について次に定

める額 

ア 第１９条の２第１号イに規定する金額

を減額した世帯 ２，２６５円 

ア 第１９条の２第１号イに規定する金額

を減額した世帯 ２，４７５円 

イ 第１９条の２第２号イに規定する金額

を減額した世帯 ３，７７５円 

イ 第１９条の２第２号イに規定する金額

を減額した世帯 ４，１２５円 

ウ 第１９条の２第３号イに規定する金額

を減額した世帯 ６，０４０円 

ウ 第１９条の２第３号イに規定する金額

を減額した世帯 ６，６００円 

エ アからウまでに掲げる世帯以外の世帯

 ７，５５０円 

エ アからウまでに掲げる世帯以外の世帯

 ８，２５０円 



17 
 

第１９条の５～第３１条 （略） 第１９条の５～第３１条 （略） 

付 則 付 則 

第１条～第４条 （略） 第１条～第４条 （略） 

（平成２３年度及び平成２４年度における保険

料の所得割額の算定の特例） 

 

第５条 平成２３年度及び平成２４年度におけ

る第１５条第１項、第１５条の６、第１５条

の１１、第１５条の１４及び第１６条の３に

規定する基礎控除後の総所得金額等の算出に

おいては、次の各号の区分に従い、当該各号

に掲げる金額を控除するものとする。 

第５条 削除 

(1) 当該年度分の地方税法の規定による都民

税及び特別区民税(同法の規定による道府

県民税及び市町村民税を含むものとし、同

法第５０条の２及び同法第３２８条の規定

によって課する所得割の額並びに同法第２

４条第１項の規定によって課する利子割

額、配当割額及び株式等譲渡所得割額を除

く。以下この号において同じ。）が課され

ない者（条例の定めるところにより当該都

民税及び特別区民税が課されない者を含

む。） 賦課期日の属する年の前年の所得

に係る基礎控除後の総所得金額等の１００

分の７５に相当する金額 

 

(2) 前号に該当しないものであって、課税標

準額（負荷期日の属する年の前年の所得に

かかる地方税法第３１４条の３第１項に規

定する課税総所得金額、課税退職所得金額

及び課税山林所得金額並びに他の所得と区

分して計算される所得の金額（同法附則第

３３条の２第５項に規定する上場株式等に

係る課税配当所得の金額、同法附則第３３

条の３第５項第１号に規定する土地等に係

る課税事業所得等の金額、同法附則第３４

条第４項に規定する課税長期譲渡所得金

額、同法附則第３５条第５項に規定する課

税短期譲渡所得金額、同法附則第３５条の

２第６項に規定する株式等に係る課税譲渡

所得等の金額、同法附則第３５条の４第４

項に規定する先物取引に係る課税雑所得等
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の金額、租税条約等実施特例法第３条の２

の２第１０項に規定する条約適用利子等の

額及び同条第１２項に規定する条約適用配

当等の額をいう。）の合計額（千円未満の

端数があるとき、又はその全額が千円未満

であるときは、その端数金額又はその全額

を切り捨てた額）をいう。以下この条にお

いて同じ。)が１００万円以下で、賦課期日

の属する年の前年の所得に係る基礎控除後

の総所得金額等が課税標準額の１００分の

１５０の金額を超える者 賦課期日の属す

る年の前年の所得に係る基礎控除後の総所

得金額等から課税標準額の１００分の１５

０の金額を控除した額の１００分の５０に

相当する金額 

(3) 第１号に該当しない者であって、課税標

準額が１００万円を超え、賦課期日の属す

る年の前年の所得に係る基礎控除後の総所

得金額等が課税標準額の１００分の１５０

の金額を超える者 賦課期日の属する年の

前年の所得に係る基礎控除後の総所得金額

等から課税標準額の１００分の１５０の金

額を控除した額の１００分の２５に相当す

る金額 

 

２ 世帯主又は当該世帯に属する被保険者が特

例対象被保険者等であって、当該者の賦課期

日の属する年の前年の所得に係る基礎控除後

の総所得金額等及び課税標準額に所得税法第

２８条第１項に規定する給与所得が含まれて

いるときは、当該給与所得については、同条

第２項の規定によって計算した金額の１００

分の３０に相当する金額を当該者の給与所得

として前項の規定を適用する。 

 

（平成２５年度及び平成２６年度における保険

料の所得割額の算定の特例） 

 

第６条 平成２５年度及び平成２６年度におけ

る第１５条第１項、第１５条の６、第１５条

の１１、第１５条の１４及び第１６条の３に

規定する基礎控除後の総所得金額等の算出に

おいては、当該年度分の地方税法の規定によ

第６条 削除 
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る都民税及び特別区民税（同法の規定による

道府県民税及び市町村民税を含むものとし、

同法第５０条の２及び同法第３２８条の規定

によって課する所得割の額並びに同法第２４

条第１項の規定によって課する利子割額、配

当割額及び株式等譲渡所得割額を除く。以下

この項において同じ。）が課されない者（条

例の定めるところにより当該都民税及び特別

区民税が課されない者を含む。）については、

賦課期日の属する年の前年の所得に係る基礎

控除後の総所得金額等から次の各号に掲げる

区分に従い、当該各号に掲げる金額を控除す

るものとする。 

(1) 平成２５年度 平成２４年の所得に係る

基礎控除後の総所得金額等の１００分の５

０に相当する金額 

 

(2) 平成２６年度 平成２５年の所得に係る

基礎控除後の総所得金額等の１００分の２

５に相当する金額 

 

２ 世帯主又は当該世帯に属する被保険者が特

例対象被保険者等であって、当該者の賦課期

日の属する年の前年の所得に係る基礎控除後

の総所得金額等に所得税法第２８条第１項に

規定する給与所得が含まれているときは、当

該給与所得については、同条第２項の規定に

よって計算した金額の１００分の３０に相当

する金額を当該者の給与所得として前項の規

定を適用する。 

 

第７条～第１０条 （略） 第７条～第１０条 （略） 

    附 則 

 （施行期日） 

 １ この条例は、令和６年４月１日から施行す

る。 

 （経過措置） 

 ２ この条例による改正後の第１５条の４、第

１５条の１２、第１５条の１６、第１６条の

４、第１９条の２及び第１９条の４の規定は、

令和６年度以後の年度分の保険料について適

用し、令和５年度以前の年度分の保険料につ

いては、なお従前の例による。 
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 ３ 改正前の江東区国民健康保険条例付則第５

条の規定は、平成２３年度及び平成２４年度

分の保険料については、なおその効力を有す

る。 

 ４ 改正前の江東区国民健康保険条例付則第６

条の規定は、平成２５年度及び平成２６年度

分の保険料については、なおその効力を有す

る。 

  

 



1 

 

 

 

 

 

国民健康保険料の改定等について 

 

１ 保険料算定の基本的考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和６年度特別区統一保険料率の抑制措置 

(1) 経緯 

特別区独自の激変緩和措置の割合は、令和６年度に100％とす

る計画であったが、令和３年度及び令和５年度に当割合を前年

度の数値で据え置く方針を採用した。そのため、令和６年度に

計画上の100%とすると、保険料の急激な上昇が見込まれること、

さらに、物価の高騰等により、被保険者の所得環境が引き続き

厳しい見込みであることから、特別区長会として保険料率の上

昇を抑制する措置の検討が必要と判断し、次の案を検討した。 

①   従来通りの算定方法【本来】 

②   特別区独自激変緩和措置の計画期間を、当割合を据え置

いた２年間分延長し、令和８年度までとする【案１】 

③   特別区独自激変緩和措置の計画期間を、都内保険料水準

統一に向けた第１段階である「納付金ベースの統一※」の

達成時期である、令和12年度まで延長する【案２】 

※東京都が納付金の算定において、市区町村ごとの医療費

水準を反映させなくすること 

〇特別区においては、統一保険料方式を採用しており、原則とし

て本区の保険料については特別区統一保険料とする。 

〇保険給付等に要する経費として東京都が決定する「国民健康保

険納付金」等を賦課総額として、これを、被保険者からの保険

料収入で賄うことを基本として保険料を算出する。 

〇特別区独自の激変緩和措置及び段階的な法定外繰り入れの解

消・縮減のため、賦課総額に算入すべき「国民健康保険納付金」

については、平成30年度に納付金の94％を算入することを基準

に、毎年度１％ずつ算入割合を引き上げることとしている。 
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④ また、単年度の負担抑制として新型コロナウイルス感染

症の影響および財政安定化基金取崩額（償還分）である103

億円の反映を行う。【案１】【案２】 

 

(2) 検討内容 

保険料の検討にあたっては、抑制効果、法定外繰入額、後年

度への影響及び統一保険料の維持等の観点から検討 

 

【算定結果（基礎・後期・介護の合算）】 

参考：負担抑制がない場合  

 本 来  案 １  案 ２   案 １  案 ２  

 
納 付 金  

組 入 率  
100% 98％  97.7%  98％  97.7% 

 
単 年 度  

負 担 抑 制  
無  有  有   無  無  

所 得 割 率  14.81％  13.85％  13.70％  

 

14.39％  14.33％  

均 等 割 額  86,600円  82,100円  81,900円  

 

84,700円  84,400円  

法 定 外  

繰 入 額  
０ 円  168億 円  178億 円  

 

65億 円  75億 円  

一 人 当 た り  

保 険 料 合 計  

206,431円  

(+24 ,260円 ) 

196 ,019円  

(+13 ,848円 ) 

195 ,361円  

(+13 ,190円 ) 

 202 ,052円  

(+19 ,881円 ) 

201 .395円  

(+19 ,224円 ) 

※ 法定外繰入額・・・令和６年度特別区繰入額 

※ （ ）内・・・前年度比 

 

【検討のポイント】 

 検討のポイント 

案１ 
保険料の抑制効果がある。後年度への負担の先送りが

発生するが短期的である。 

案２ 
保険料の抑制効果はあるが、長期的な負担の先送りが

新たに発生する。 
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(3) 検討結果等 

① 検討結果 

保険料が抑制され、かつ特別区独自激変緩和措置の計画期

間については、本来の保険料負担分との差額を将来へ先送り

することが保険料の伸びの要因になっていること等を鑑み、

遅れた年数分について延長することが妥当であると判断し、

案１で算定することとした。 

② 抑制効果（基礎・後期・介護合算） 

本来の算定方法に比べ、所得割率0.96Ｐ、均等割額4,500円

の抑制効果 

③ 法定外繰入 

特別区全体で168億円の法定外繰入れを行う。 

④ 令和６年度以降の措置 

激変緩和措置期間の期間を２年延期し、令和８年度で終了

するよう保険料を算定する。 

 

３ 令和６年度国民健康保険料案 

項 目  令 和 ６ 年 度  令 和 ５ 年 度  増 減  

基
礎
分 

所 得 割 率  8.69％  7.17％  +1.52Ｐ  

均 等 割 額  49,100円  45,000円  +4,100円  

後
期
分 

所 得 割 率  2.80％  2.42％  +0.38Ｐ  

均 等 割 額  16,500円  15,100円  +1,400円  

介
護
分 

所 得 割 率  2.31％  2.23％  +0.08Ｐ  

均 等 割 額  16,500円  16,200円  +300円  

一 人 当 た り 保 険 料 合 計  196,019円  182,171円  +13,848円  

※  介護納付金分所得割率について、区において算出した率を採用

（特別区統一保険料：2.36％） 

※  均等割額の軽減措置について、５割軽減に使われる判定所得を

２９万円から２９万円５千円に、２割軽減に使われる判定所得

を５３万５千円から５４万５千円に、それぞれ引き上げ 

※  退職医療制度について、経過措置の廃止 
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４ 令和６年度年間保険料試算 

 別紙１のとおり 

 

５ 政令指定都市との保険料率比較 

別紙２のとおり 

 

６ 今後の予定 

江東区国民健康保険条例改正案を令和６年第１回区議会定例会

に追加提出予定 



①年金受給者(65歳以上)1人世帯　[世帯主(65歳)のみ]　※基礎+支援

年　収 100万円 153万円 200万円 300万円 400万円 500万円 600万円 700万円 800万円 900万円

令和５年度 18,030 18,030 93,153 201,073 280,190 360,746 442,261 523,776 608,168 699,273

令和６年度 19,680 19,680 106,483 234,503 329,295 425,811 523,476 621,141 722,253 831,408

増　減 1,650 1,650 13,330 33,430 49,105 65,065 81,215 97,365 114,085 132,135

②年金受給者(65歳以上)2人世帯　[世帯主(65歳)+配偶者(65歳・収入なし)]　※基礎+支援

年　収 100万円 153万円 200万円 300万円 400万円 500万円 600万円 700万円 800万円 900万円

令和５年度 36,060 36,060 105,173 261,173 340,290 420,846 502,361 583,876 668,268 759,373

令和６年度 39,360 39,360 119,603 300,103 394,895 491,411 589,076 686,741 787,853 869,620

増　減 3,300 3,300 14,430 38,930 54,605 70,565 86,715 102,865 119,585 110,247

③給与所得者(65歳未満)1人世帯　[世帯主(35歳)のみ]　※基礎+支援

年　収 98万円 100万円 200万円 300万円 400万円 500万円 600万円 700万円 800万円 900万円

令和５年度 18,030 31,968 145,451 212,581 283,547 360,267 436,987 517,543 603,853 694,958

令和６年度 19,680 35,098 167,861 248,291 333,317 425,237 517,157 613,673 717,083 826,238

増　減 1,650 3,130 22,410 35,710 49,770 64,970 80,170 96,130 113,230 131,280

④給与所得者(65歳未満)3人世帯　[世帯主(35歳)+配偶者(35歳・収入なし)＋子（5歳・収入なし）]　※基礎+支援

年　収 98万円 100万円 200万円 300万円 400万円 500万円 600万円 700万円 800万円 900万円

令和５年度 45,075 77,043 205,551 272,681 373,697 450,417 527,137 607,693 694,003 780,313

令和６年度 49,200 84,298 233,461 313,891 431,717 523,637 615,557 712,073 815,483 875,210

増　減 4,125 7,255 27,910 41,210 58,020 73,220 88,420 104,380 121,480 94,897

⑤給与所得者(65歳未満)1人世帯　[世帯主(40歳)のみ]　※基礎+支援+介護

年　収 98万円 100万円 200万円 300万円 400万円 500万円 600万円 700万円 800万円 900万円

令和５年度 22,890 40,514 181,498 264,238 351,706 446,266 540,826 640,114 746,494 858,784

令和６年度 24,630 43,810 204,920 301,520 403,640 514,040 624,440 740,360 864,560 995,660

増　減 1,740 3,296 23,422 37,282 51,934 67,774 83,614 100,246 118,066 136,876

⑥給与所得者(65歳未満)2人世帯　[世帯主(40歳)+配偶者(40歳・収入なし)]　※基礎+支援+介護

年　収 98万円 100万円 200万円 300万円 400万円 500万円 600万円 700万円 800万円 900万円

令和５年度 45,780 78,664 227,278 340,538 428,006 522,566 617,126 716,414 822,794 925,058

令和６年度 49,260 84,860 254,180 383,620 485,740 596,140 706,540 822,460 946,660 1,061,838

増　減 3,480 6,196 26,902 43,082 57,734 73,574 89,414 106,046 123,866 136,780

４　令和６年度年間保険料試算[単位：円]
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５　政令指定都市との保険料率比較

（基礎分＋後期高齢者支援金分）

所得割率
均等割額（平等割を

含む１人世帯の場合）
所得割率

均等割額(平等割を含
む1人世帯の場合)

特別区 9.59%（16/21番目） 60.100円（14/21番目） 9.44%（16/21番目） 55,300円（18/21番目）

札幌市 12.49% 65,010円 11.56% 62,690円

仙台市 11.21% 68,250円 10.14% 62,310円

さいたま市 9.61% 43,600円 9.68% 40,800円

千葉市 9.54% 64,080円 9.37% 60,840円

横浜市 10.30% 48,220円 9.77% 45,720円

川崎市 9.70% 52,018円 9.18% 48,457円

相模原市 8.35% 58,500円 8.35% 58,500円

新潟市 10.70% 56,100円 10.70% 56,100円

静岡市 8.38% 63,200円 8.38% 63,200円

浜松市 9.55% 66,000円 9.55% 66,000円

名古屋市 11.19% 60,508円 9.76% 55,362円

京都市 10.47% 57,530円 10.47% 57,530円

大阪市 11.87% 82,272円 11.46% 73,821円

堺市 11.54% 81,404円 11.19% 73,276円

神戸市 10.91% 76,150円 11.39% 76,300円

岡山市 10.45% 64,320円 10.45% 64,320円

広島市 9.45% 70,409円 8.64% 64,045円

北九州市 11.21% 69,170円 9.90% 63,370円

福岡市 10.03% 59,193円 9.93% 59,353円

熊本市 10.61% 77,300円 10.61% 77,300円

※1人当たり保険料については、公表しておらず、また、各市の所得が分からないため、算定はできない。

（参考）令和６年度特別区基準保険料率【最終案】と令和５年度の比較（基礎分＋後期高齢者支援金分）

抑制案１ 11.49%（４/21番目） 65,600円（９/21番目）

抑制案２ 11.36%（４/21番目） 65,400円（９/21番目）

令和５年度 令和４年度

←納付金の98％を賦課総額に組入れた上で、基礎分に新型コロナウイルス
感染症に係る医療費概算額及び財政安定化基金償還額相当額【合計103
億円】を一般財源として投入

←納付金の97.7％を賦課総額に組入れた上で、基礎分に新型コロナウイル
ス感染症に係る医療費概算額及び財政安定化基金償還額相当額【合計
103億円】を一般財源として投入
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江東区国民健康保険第３期データヘルス計画等の策定について 

 

 

１ 計画の概要 

本計画は、「国民健康保険法に基づく保健事業の実施に関する指針」（平

成２６年３月）に基づき策定する計画であり、保険者が健康・医療情報を活

用して、ＰＤＣＡサイクルに沿った、効果的かつ効率的な保健事業を展開す

るための実施計画である。 

現計画の期間（平成３０年度～令和５年度）が今年度をもって最終年度で

あるため、次期計画（令和６年度～令和１１年度）を策定したものである。 

また、本計画は、「高齢者の医療の確保に関する法律」により各保険者に 

策定が義務付けられている「第４期特定健康診査・特定保健指導実施計画」 

を内包している。 

 

２ 計画の位置付け 

   本計画は、江東区長期計画のもと、健康増進法に基づく基本方針を踏まえ

るとともに、関連計画である江東区健康増進計画、江東区高齢者地域包括ケ

ア計画等と整合性をとり、各計画との関連事項等を踏まえた上で、被保険者

の健康増進を推進・強化する施策を展開するために策定する。 

 

３ 計画期間 

令和６年度～１１年度（６か年） 

 

４ 計画の構成 

第１部 計画の基本方針 

       計画の趣旨や位置づけ、計画期間、実施体制等 

第２部 データヘルス計画 

     本区の現状（基本的なデータ、医療費や保健事業の状況等） 

第 2期データヘルス計画に係る評価 

（計画の評価、実施した保健事業） 

      第 3 期データヘルス計画の事業概要 

（課題・目標設定、実施方針、事業の全体像、事業内容） 

第３部 第４期特定健康診査等実施計画 

      特定健康診査等実施計画の概要 

特定健診・特定保健指導等に関する状況、分析、評価 

第 4期特定健康診査等実施計画 

 （目標、事業概要、実施内容） 

第４部 計画の推進 

      評価及び計画の見直し、計画の公表・周知、個人情報の保護、地 

域包括ケアに係る取り組み等 
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５ 策定経過とスケジュール 

  

令和 5年  7 月～12 月  計画策定会議設置 素案等作成 

12 月～ 1 月 区民意見募集（意見総数 1件）      

令和 6年  2 月        江東区国民健康保険データヘルス計画策定会議 

にて,計画（案）策定 

        2 月       江東区国民健康保険運営協議会へ報告 

            3 月       令和 6年 第１回定例会にて報告 

            3 月       策定・公表 
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1 3 .9 %

1 3 .9 %

1 3 .7 %

1 4 .5 %

1 4 .9 %

1 5 .1 %

1 5 .0 %

1 5 .1 %

1 4 .9 %

1 5 .8 %

1 4 .9 %

                  
1 ,5 6 9 ,9 2 8 1 ,5 6 0 ,1 9 1 4 ,8 3 2 ,5 8 5 6 ,3 9 2 ,7 7 6 7 5 .6 %

1 ,8 3 1 ,1 3 5 1 ,7 8 0 ,6 9 2 5 ,5 2 0 ,2 1 6 7 ,3 0 0 ,9 0 8 7 5 .6 %

1 ,7 6 3 ,9 1 3 1 ,6 5 5 ,6 0 5 5 ,2 3 0 ,8 5 5 6 ,8 8 6 ,4 6 0 7 6 .0 %

1 ,6 5 6 ,4 5 5 1 ,4 8 8 ,4 0 7 4 ,7 5 8 ,9 9 9 6 ,2 4 7 ,4 0 6 7 6 .2 %

1 ,7 1 6 ,3 4 5 1 ,5 5 5 ,3 0 5 4 ,9 9 0 ,1 1 7 6 ,5 4 5 ,4 2 2 7 6 .2 %

1 ,6 2 4 ,1 3 4 1 ,5 9 3 ,1 6 6 5 ,1 3 9 ,4 7 8 6 ,7 3 2 ,6 4 4 7 6 .3 %

1 ,6 3 8 ,8 0 0 1 ,5 8 0 ,4 1 7 5 ,1 2 6 ,7 1 0 6 ,7 0 7 ,1 2 7 7 6 .4 %

1 ,6 0 2 ,9 5 9 1 ,5 2 0 ,5 5 9 5 ,0 1 8 ,3 1 5 6 ,5 3 8 ,8 7 4 7 6 .7 %

1 ,5 6 1 ,0 4 8 1 ,5 0 5 ,8 6 9 5 ,0 3 2 ,1 0 4 6 ,5 3 7 ,9 7 3 7 7 .0 %

1 ,5 5 5 ,6 6 1 1 ,4 6 5 ,4 6 3 5 ,0 2 8 ,9 0 0 6 ,4 9 4 ,3 6 3 7 7 .4 %

1 ,7 0 0 ,9 7 2 1 ,6 1 3 ,9 2 3 5 ,5 5 5 ,9 1 5 7 ,1 6 9 ,8 3 8 7 7 .5 %
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 国民健康保険事業の実施状況について  
 

 

１ 令和６年度の新たな取り組み 

 ・産前産後期間の国民健康保険料の免除 

子育て世帯の負担軽減のため実施される免除措置は R6 年 1 月から開始された。出産の属

する月の前月（多胎妊娠の場合は 3か月前）～出産の翌々月を保険料免除期間とする。 

【実績】 

 R6.1 

免除世帯数 51 世帯 

免除金額 1,611,590 円 

 

 

２ 総合的な収納対策への取組                〔令和 5年 12 月末現在〕 

インターネットを利用したクレジットカード決済の実施 

パソコン、携帯電話からのクレジットカード決済で支払いを簡略化 

実績：納付件数･･･  5,913 件、収納･･･  166,322,979 円 

口座振替受付サービスの拡充 

Web 口座振替受付サービスの導入、キャッシュカードによる受付サービスで 

手続きを簡略化し、新規口座振替申込者を対象に抽選で 150 世帯に 2,000 円 

分の江東区内共通商品券を配布。 

実績：口座振替受付サービス（新規申込）･･･ 2,122 件   

モバイルレジ納付の実施 

モバイルバンキング決済で支払いを簡略化 

実績：納付件数･･･  1,907 件、収納･･･51,299,273 円 

電子マネー決済の実施 

LINE Pay・Pay Pay 等決済で支払いを簡略化 

実績：納付件数･･･ 19,400 件、収納･･･ 317,836,106 円 

ペイジー決済の実施 

ペイジー決済で支払いを簡略化 

実績：納付件数･･･  15,533 件、収納･･･457,848,481 円 

健康保険コールセンター事業の実施 

納期限を経過した未納者に電話による早期収納交渉を実施 

実績：総架電数･･･ 48,223 件、納付約束･･･ 5,910 件 

資料 4
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３ 保健事業等について  
(1)主な保健事業の実施状況 

1）特定健診 

  生活習慣病の早期発見・予防および生活習慣の改善を目的として、40 歳～74 歳の 

被保険者を対象に、特定健診を実施。 

【特定健診受診率】 

 H30 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 

目標値 45％ 48％ 51％ 54％ 57％ 60％ 

対象者数 64,582 62,348 61,731 59,194 55,380  

実施中 受診者数 25,938 25,168 23,420 23,455 21,927 

受診率 40.3％ 40.4％ 37.9％ 39.6％ 39.6％ 

（各年度の法定報告より） 

受診勧奨の取り組みとして、勧奨はがきによる年 3回（6，8，12 月）の受診勧奨の 

ほか、高齢者関連施設等での受診勧奨ちらしの配架、健診実施機関での受診啓発ポスタ

ーの掲示を行っている。受診勧奨はがきに関しては、対象者を、前年度の結果が受診勧

奨の該当者や、未受診者など該当する対象者に合わせて受診勧奨を行っている。 

 

2) 特定保健指導 

特定健診受診者のうち、健診結果（腹囲、血圧、脂質、血糖等）の生活習慣病の発症 

リスクが高い対象者に、特定保健指導を実施している。 

【特定保健指導実施率】 

 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 

目標 32％ 39％ 46％ 53％ 60％ 

実施率 11.7％ 13.2％ 15.1％ 11.7％ 実施中 

  （各年度の法定報告より：特定保健指導実施率＝特定保健指導終了率） 

  

 特定保健指導については、健診受診後 3～4 か月程で、対象者への事業参加申込書で

案内し、申し込み制で医療専門職による面談後、電話や手紙等での支援を行っている。

申し込みのない対象者には電話やはがきによる利用勧奨を行っている。 

     

3) 糖尿病重症化予防事業 

 ①受診勧奨事業 

前年度の特定健診の結果から血糖に関する数値が高く糖尿病のリスクのある対

象者に医療機関への受診勧奨を実施。 
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   【受診勧奨実施率】 

 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 

実施率 48.0％ 46.7％ 48.1％ 実施中 

（Ｒ2年度より実施） 

  対象者に電話での受診勧奨を行っている。受診勧奨の後、レセプトでの受診状況 

を確認し、受診が確認できない対象者には、再度連絡を入れ受診勧奨を行っている。 

 

   ②保健指導事業 

糖尿病性腎症など重症化リスクの高い対象者に、保健指導を実施し、糖尿病の重

症化を予防する。 

   【保健指導実施率】 

 H30 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5年度 

実施率 10.5% 6.5％ 12.0％ 4.0％ 6.0％ 実施中 

(H29 年度より開始事業) 

     かかりつけ医から推薦された糖尿病リスクのある被保険者および特定健診の 

結果や医療機関の受診状況等から抽出した対象者に面談や電話、手紙での個別支援 

の 6か月のプログラムを実施。 

 BMI,HbA1c、eGFR 等の数値も確認し、かかりつけ医とも連携しながら行っている。 

 

（２）適正受診・ジェネリック医薬品普及の取り組み 
  1) 重複頻回受診・重複多剤服薬者の保健指導事業 
    重複頻回受診・重複多剤服薬者への訪問保健指導を実施。 
  【重複頻回受診・重複多剤服薬者訪問保健指導実施率】 

 Ｒ2年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 

実施率 19.0% 20.0％ 26.0％ 実施中 

    対象者には、参加勧奨の案内の送付をし、電話での参加勧奨をしている。実施者に

は、訪問や電話で、療養上の日常生活指導や受診、服薬に関する指導を行っている。 
     

 ２） ジェネリック医薬品（後発医薬品）利用促進 

    調剤レセプトデータをもとに、ジェネリック医薬品への切り替えにより、自己負担 

額の差額が見込まれる全被保険者に、後発医薬品利用勧奨通知を発送する。 

【後発医薬品利用勧奨通知数および数量シェア率】 

 Ｒ2年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 

通知数 28,311 通 26,800 通 33,442 通 実施中 

数量シェア割合 75.8％ 75.6％ 77.5％ 
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ジェネリック医薬品の普及促進として、ジェネリック希望カードと、差額通知を 

年 11 回発送している。数量シェアの割合は年々増加している。 

 

（３）人間ドック受診費用助成事業 
   人間ドックを受診した被保険者に対して、受診費用助成（上限 8,000 円）を行う。 
   【人間ドック費用助成件数】 

 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 

助成件数 339 件 395 件 513 件 623 件 実施中 

     案内ちらしの区内施設での配架、区報や国保だより、区ホームページや SNS で 
の配信などの広報を実施。助成件数は増えている。 
特定健康診査の受診者として対応しており、区の特定健診を受診した場合と同様 

に、結果により特定保健指導が必要な対象者には、特定保健指導等を行っている。 
令和 5 年度より、申請と請求が同時に手続きできるように申請方法を変更した。 

 

４ 法定外繰入解消・縮減への取り組み 

  国は給付に応じた負担を求める仕組みの構築を目指し、本来徴収すべき保険料を一般会

計からの繰り入れで軽減することは、給付（医療費）と負担（保険料）の関係を損なうこ

とから、各自治体に法定外繰入の解消を求めている。 

  特別区及び江東区としても安定的な国民健康保険の運営のため、給付と負担の均衡を目

指し、法定外繰入の解消の取り組みを進めている。 

 【取組内容等】 

  〇特別区の保険料の算定において、段階的に法定外繰り入れを解消・縮減するため、賦

課総額に算入すべき納付金について、平成 30 年度に納付金の 94％を算入することを

基準に、令和６年度での割合 100％に向け、毎年度１％ずつ算入割合の引き上げ（令

和３年度、令和５年度は前年度から据え置き）を行った。保険料の急激な上昇や近年

の物価高騰など状況から、過去に割合を据え置いた期間を延長することとし、令和８

年度での割合 100％に向け、段階的に引き上げることとした。 

  〇前記２及び３に掲げる収納対策、および医療費の適正化の取り組みを進め、特別区の

対策が完了する令和８年度を基準に法定外繰入の縮減に努める。 

 

 【法定外繰入の状況】 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 
令和５年度 

（見込） 

令和６年度 

（見込） 

1,793,583 千円 855,894 千円 1,789,120 千円 932,006 千円 1,215,014 千円 
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５ マイナ保険証への一本化・保険証廃止への取り組み 

マイナンバーカードと健康保険証の一体化については、関係法令に基づき、本年 12 月

２日から現行の健康保険証の新規発行を終了し、マイナ保険証（健康保険証の利用登録を

したマイナンバーカードをいう。）を基本とする仕組みに移行することとされた。 

本区においても、本年 12 月 2 日までに、現行保険証の発行廃止に向けての準備、およ

びマイナ保険証の利用促進に向けた新たな取り組み等を、国から要請されており、それに

取り組む必要がある。 

【保険証廃止】 

・令和 6年 12 月 2 日から、国民健康保険証、高齢受給者証の発行は廃止となる。 

・令和 6年 12 月 2 日以降の新規加入者および資格情報変更者には、マイナ保険証未登録

者には「資格確認書」をマイナ保険証登録者には「資格情報のお知らせ」を発行する。 

・「資格確認書」は、それ単独で医療機関に受診ができて、従来の保険証同様の機能を果

たす。 

・「資格情報のお知らせ」は、それ単独では医療機関での受診はできない。医療機関での

オンライン資格確認のカードリーダーのエラー時に、このお知らせとマイナポータル

サイトからの被保険者情報の提示と組み合わせて利用することを想定する。 

・現行の江東区国民健康保険証の有効期限は令和７年 9 月 30 日までなので、令和 6 年

12 月 2 日以降でも、その有効期限内であれば、保険証は利用することができる。 

・マイナ保険証未登録者には、現行保険証の有効期限（令和 7年 9月 30 日）を迎える方

に令和 7年 8月に「資格確認書」を一斉交付する。 

【加入者情報のお知らせ】 

令和 6 年 1 月 9 日付けで、国から、全被保険者に対して、加入者情報等の通知を、令

和 6 年 10 月までに行うよう求められた。加入者情報等の通知とは、マイナンバー下 4

桁を通知し、紐づけられたマイナンバーが正しいかを全被保険者に確認してもらうもの

である。 

【マイナ保険証の利用促進に向けた更なる取組】 

令和 6年 1月 24 日付けで、国からマイナ保険証の利用促進に向けた更なる取組を求め

られた。令和 6年 2 月 26 日までに取組状況を報告することになっている。求められて

いる取り組みは以下の通りである。 

・（１）利用率の目標設定 

加入者のマイナ保険証の利用率について、現状に応じた具体的な目標を設定する。 

（利用率の目標値の設定時期） 

①本年５月時点 ②本年８月時点 ③本年 11 月時点 

（２）限度額適用認定証を契機とした利用勧奨 

マイナ保険証を利用することにより、高額療養費制度における限度額適用認定証

の申請・提示が不要となる点は、患者にとってのマイナ保険証の具体的なメリッ
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トの１つであるため、限度額適用認定証の申請場面で周知すること。 

① 限度額適用認定証の取得申請について案内する各医療保険者等のウェブペー

ジやチラシ等の媒体 

② 限度額適用認定証の申請様式 

③ 限度額適用認定証を交付する際の説明書類 

その際、①については、本年２月 26 日（月）までに記載の修正等の対応を完了

すること。また、②③については、原則として令和６年度の印刷物から対応。 

（３）あらゆる機会を通じた利用勧奨 

各種資料・デジタル広告コンテンツも活用し、医療保険者等が加入者と接するあ

らゆる機会を通じ、マイナ保険証の利用促進のための利用勧奨を加入者に対して

行うこと。具体的には、例えば、 

① 事業主との連携による電子メールやチラシ等による利用勧奨、医療費通知等へ 

の利用勧奨メッセージの記載、加入者に対する説明の機会（地域保険における住

民説明会等）の活用等による各加入者に対するプッシュ型の（能動的な）利用勧

奨 

② ウェブページや利用の手引き等への掲載によるプル型の（受動的な）利用勧奨 

③ 保健事業の実施時における利用勧奨 

今後、本区でも上記の取り組みについて検討、実施していく。 

  


